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牛群検定の利活用などについて、解説記事を掲載しています。

１ 全酪新報 ８月１日号 全国酪農協会
第２回繁殖改善で経営向上「牛群検定活用しよう」渡邊 徹 家畜改良アドバイザ－
栄養が繁殖に大きく関与、乳成分から把握し改善へ

２ ＬＩＡＪニュ－ス７月号 （一社）家畜改良事業団 検定成績表見方 検索
①牛群検定活用の視点からの飼養管理改善（その１）
飼養管理改善の基本 渡邊 徹 家畜改良アドバイザ－
実際の検定農家での牛群検定の活用事例を解説しています。

②新しい牛群検定成績表について（その７３）
搾乳ロボットにおける牛群検定の活用②
ロボット搾乳の成績やその特徴を解説しています。

③牛群検定ビッグデ－タ（その１７）
難産率（年次別）
絶対に避けたい難産の最近１０年の推移を解説しています。

テキストを無料配付します！！
全酪新報に２０１９年１月～２０２０年６月まで好評連載された「おしえて！経営改善ポイント」の冊子（１８ペ

－ジ）をご希望の方に配付します。以下にご連絡ください。
toiawase@liaj.or.jp Tel０３-５６２１-８９２１

釧路農協連 酪農技術支援室 永井照久室長 著

おが粉の価格上昇等を踏まえた対応について
農水省は、輸入木材の価格上昇に伴い、家畜の敷

料として利用する「おが粉」が入手困難になっている現
況を鑑み、左記の冊子をHP公開しています。
以下により、閲覧をお願いします。

https://www.maff.go.jp/j/chikusan/kankyo/taisaku/t_in
fo/ogako.html

農水省おが粉 検索



牛群検定！点検シ－ト（その４１ 乳房炎）

お手許の検定成績を使いながら牛群管理の点検を行います。極簡単なものなので、これを機会に検定員
といっしょに確認を行いましょう！
毎日、猛暑、酷暑が続きます。牛たちも弱って、夏バテになっている場合があります。検定成績を使って、

夏バテしている牛を探しだし、少しでも回復させましょう。

農家コ－ド 氏名

・下図の見本検定成績表を参考にチェックしましょう！
①今月の検定成績の体細胞数の欄に三角マ－ク（△や▲など）が沢山ついていませんか？
Ｙｅｓ Ｎｏ
→△：２８３～１１３１千個／ｍｌ、▲：１１３２千個／ｍｌ以上
乳房炎の罹患の可能性の高い牛です

②高体細胞影響率が飛び抜けて大きい牛がいませんか？
Ｙｅｓ Ｎｏ

→高体細胞影響率の高い牛は出荷バルクに合乳せず、治療に専念するという判断も必要です。

高体細胞影響率とは
左図に高体細胞影響率が３０％と２８％と高い牛がいます。
もし、この２頭をバルク合乳しないで廃棄扱いすれば、
バルクの体細胞数が５８％（＝３０＋２８）も低下します。例えば
バルクの体細胞数が５０万だったとすれば、２頭除外するだけ
で２１万になります。

体細胞数は季節変動が大きい形質で、
９月が１年で最も高い数字を示します。
主な原因は次の通りです。当てはまらな
いかチェックして、改善しましょう。

夏季に多い原因
①夏バテによる食欲不振での体力低下
②ミストなどの水滴で牛体を濡らした
③放牧時の雨で牛体を濡らした
④糞尿で汚れた牛床
⑤サシバエやアブなどの吸血昆虫


